



































識（Analogy（類推作用）を扱った 7章や Great Vowel Shift（大母音推移）を
紹介する 8章、音声学の基本を紹介する 15 章など）、現代英語についての議論
（Politically Correct Termsを扱う 12 章や 14 章、アメリカ英語とイギリス英語
を論じる 16 章や 23 章など）、英語史の基礎知識（19 章、24 章など）、英語の
地名・人名の背景（27 章、28 章、29 章）、さらには、世界最大の辞書と言わ
れる The Oxford English Dictionary（OED）や聖書の変遷に見る英語の諸相（17







として紹介されている Albert C. Baugh and Thomas Cableの A History of the 
English Languageを始めとして、本書で扱う幅広い領域について、入門書から
より専門性の高いものまで、三十を超える書籍が紹介されている。本書を通し
て得た発見、興味の種をより深く掘り下げ、自分だけの学びにつなげていく際
の指針としての活用が期待される。
本書を通して得られる知識は、学ぶことが当たり前となった世界共通語とし
ての英語について、読者の意識を「使える」から「理解して使う」へと変化さ
せるだろう。英語を使えることが当たり前、という認識が今後さらに広まるこ
とが予想される中で、こういった「一歩進んだ理解」こそが求められるのでは
19
ないだろうか。そのきっかけを与え、その先へと進むための手助けとなること
が本書の最大の狙いである。 
